
2023(R5)年度　プロジェクト演習

タイトル：ザビエルについて
学籍番号：2213081　　　　　　　　　　　名前：濵﨑遥

■概要説明：
　私がこのプロジェクト演習で工夫したところは「ザビエルが鹿児島に来るまでの経歴」の部分では
ザビエルが鹿児島に来るまでの生い立ちをわかりやすく見やすくするためにプロフィール形式で下
矢印でザビエルがやってきたことを書いた。また、「ザビエルが鹿児島に来た理由」の部分ではキリ
スト教会に学外研修で行った際にキリスト教会にあった本の中にザビエルが日本で訪れた地が図
に表されていたが、著作権で本の図をそのまま使えないため自分で絵を書きザビエルが日本で訪
れた地の順番をわかりやすく伝えるために赤字で矢印と番号を書いた。そして、文章は長々と書く
と難しく感じザビエルについて伝わりにくいと感じたため文章を簡潔にまとめ呼んでいる側に伝わり
やすい文章構成にした。また、文章だらけだと堅苦しいイメージになるためイラストや写真を使用し
たり、プロフィール形式にしたりなどの工夫をした。逆にもう少し工夫すればよかったところは「ザビ
エルが鹿児島に来るまでの経歴」の部分でザビエルが大人になってからしか書いていないため、
ザビエルが生まれたところから書けばよかったなと思う。

図表タイトル

鹿児島女子短期大学　教養学科　黒川ゼミ
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鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 

 

タイトル：ザビエル教会について 

学籍番号：2213077           名前：永野愛佳 

 

■概要説明： 

 私は、全国にあるザビエル聖堂を調べ、実際に見学をした鹿児島カテドラル・ザビエル教

会をメインに、得られた情報をまとめた。鹿児島カテドラル・ザビエル教会の見学をして、

ステンドグラスの色の違いやザビエルの遺骨を安置していること、聖堂を残し続けようとし

てきた歴史などを知り、そこから分かるザビエル聖堂に込められた思いを考えた。工夫した

ところは、文章だけではなく写真を使い、空間を活かした配置をしたところである。見やす

く分かりやすい、誰もが理解できるようなものになるよう心がけた。苦戦ところは 2 つあ

る。1 つ目は、調べて得られた情報が多く、全てを伝えようとすると 1 枚の紙に収まらなか

ったため、自分が本当に伝えたい情報をまとめ、文章をなるべく簡潔にしたところだ。2 つ

目は、写真の使用許可と、正式名称の確認だ。作成したものは残るものであるため、インタ

ーネットの情報だけでは、本当に正しい情報か分からない部分もあった。そのため、色々な

教会に直接電話をかけて確認をした。今回のゼミを通して、ザビエル聖堂はザビエルの果敢

な人生や偉業を記念する他、意志を受け継いでいきたいという、建築に関わる全ての人々の

強い思いが込められていることが分かった。 

・カトリック河原町教会（京都府） 

・聖ザビエル天主堂（愛知県） 

・フランシスコ・ザビエル記念聖堂（長崎県） 

・山口ザビエル記念聖堂（山口県）★ザビエルの遺骨が安置されている。 

・カトリック神田教会（東京都）★ザビエルの遺骨が安置されている。 

・鹿児島カテドラル・ザビエル教会（鹿児島県）★ザビエルの遺骨が安置されている。 

           

 左から、1 番目の聖堂は石造り聖堂。2 番目の聖堂は木造聖堂。現在の聖堂は 3 番目で

あり、コンクリート聖堂になっている。現在の聖堂の主聖堂（2F）のステンドグラスの色

には意味が込められている。赤は「教者の血の色」と「ザビエルの情熱」を表しており、

青は「祈り」や「静寂」、「ザビエルが渡ってきた海の色」を表している。 

 

全国のザビエル聖堂と鹿児島カテドラル・ザビエル教会について 
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鹿児島女子短期大学 教養学科 ●●ゼミ 

 

ザビエルの行動記録 

学籍番号：221015            名前：黒木絵怜奈 

 

■概要説明：私は、ザビエルがなぜ日本にキリスト教を布教しに来たのかについて調べ

た。その為には、日本史じゃなくて世界史に目を向けないといけなかった為、図書室にあ

ったザビエルの書簡を呼んで、日本に来るまでのザビエルの行動履歴を調べた。作成する

際に工夫した点は、まず私たちが調べたい目的は何なのかを明確にし、見やすいようにタ

イトルの下に色を付けて作成したことである。また、小見出しを太文字にして第三者が分

かりやすいように作成したり、文章を作成する際に第三者が理解しやすいような表現に変

えたりするところを工夫した。作成時に難しかったと感じたところは、最初 word で作成

をしたが、写真や図形が張り付けらなくて時間がかかってしまった事である。PowerPoint

に変えてからは、パッと見た時に見やすく、まとまりのある 1 ページになるように文字の

フォントの大きさや、字体、太さ、色などが全体で見た時に統一感が出るように何度も修

正し直した点である。 

  

鹿児島カテドラルザビエル記念聖堂 
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鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 

 

タイトル:ザビエル公園の今について 

学籍番号:2213070 名前:K T 

◼︎概要説明: 

私は、プロジェクト演習で「鹿児島と外国のかかわり」をテーマに、フランシスコ・ザビエル

という人物に焦点を当て、ザビエルにゆかりのあるザビエル公園の今について調べレポートを作

成した。私はザビエル公園の今について調べ、特に記念碑に重点を置いて調べた。何故ザビエル

公園の記念碑に「ル」がないのかとても気になり様々な本を読み追求した。記念碑は空襲でか焼

け落ちた聖堂の玄関や石壁などを組み合わせて、1949年に建設された。そして、同年にザビエル

公園に移築された。ザビエル聖堂の建立に携わったのは、フランスのパリに本部を置く、カトリ

ック男子宣教会のパリ外国宣協会所属フランス語系ベルギー人のラゲ神父であった。フランス語

でザビエルはザビエーと発音させる。したがって、ザビエル公園の記念碑に残されている「ザビ

エ」の表記は建た立に携わったラゲ神父の母国語であるフランス語の名残と考えた。ザビエルの

今の様子などを自分の考えや感じたことに基づいて書くことが少し難しかった。誰にでも公園の

様子が伝わりやすいように、温かみのある公園に感じてもらえるように考えた。パンフレット自

体は開いた時に統一感があり、シンプルに見やすいを目標に海外の雑誌などを参考にし作成した。

特に、文字の配置や色味、フォントにもこだわった。プロジェクト演出を通し、鹿児島と外国の

かかわりを知り、今後もザビエルが世界と結ぶ繋がりのきっかけになってほしいと思う。そして、

更に活気ある鹿児島へなってほしいと考える。 
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鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 

  

タイトル：ザビル公園の昔について 

学籍番号：2213069  名前：S.K 

■概要説明： 

私は、プロジェクト演習で「鹿児島と外国のかかわり」をテーマに、フランシスコ・ザビエルと

いう人物に焦点を当て、ザビエルに込められた鹿児島の思いや歴史について、リサーチクエスチ

ョンを考え、レポートを作成した。私は、ザビエル公園土地の時代別の歴史や鹿児島とザビエル

の関わりについて調べた。その結果、その地には時代ごとの多岐に渡る歴史があることと、鹿児

島にとってザビエルは国際化のシンボルであることが分かった。 

また、ザビエル公園では幽霊が出るという噂を聞いたことから、先生と協力し、学生に噂を聞い

たことがあるかなどの調査を行った。下の表は、調査結果だ。本当に幽霊がいるか確証はないが、

多くの歴史を元にこの噂が広がっていったことが考えられる。そして、この結果を、私なりに分

析し、推定した結果は下記のとおりである。 

・ 戦争により昔焼け野原となった場所であった 

・ 昔整備がされていなくて暗い公園であった 

・ 実際に見たことがあるという人はほぼいなかった 

・ 噂を聞いたのは小さな頃であり、年上からの情報であった 

これらを総合的に考えると、サビエル公園は、暗くて怖いイメージであり両親などが子供を近寄

らせたくない存在であったのではないだろうか。そのため戦争が終わった後、親などがその噂を

流した可能性があるのではないかと考えた。具体的な噂もこの考えからすると、納得が行く内容

であると考えられた。 

【アンケート情報】 ※1番目の質問以外、質問のみ記載 

実施日：2024年 1月 11日〜1月 22日  回答者：鹿児島女子短期大学学生 180名 

1.ザビエル公園で幽霊を見たり、噂を聞いたりしたことがありますか。 

見たことがある 聞いたことがある どちらともない 

1 21 158 

2. 1の質問で「見たことがある」と答え方に質問です。幽霊を見たのはいつですか。 

3. 1の質問で「見たことがある」と答え方に質問です。具体的にどのようなものを見ましか。 

4. 1の質問で「聞いたことがある」と答えた方に質問です。どなたから聞きましたか。 

5. 1の質問で「聞いたことがある」と答えた方に質問です。いつ聞きましたか。 

6. 1の質問で「聞いたことがある」と答えた方に質問です。具体的にどのような噂ですか。 

7. 些細なことでも構いませんので、ザビエル公園の幽霊に関することで何かあれば情報提供を         

お願いします 

 

           鹿児島女子短期大学 教養学科 黒川ゼミ 



タイトル：ザビエルとはどんな人物だったのか？
学籍番号：2213075　　　名前：堂地梨華

■概要説明：
　私は、ザビエルがどんな人物であったのかを調べた。
　まず、ザビエルの生い立ちについての説明や、鹿児島に来る前はどんな国で布教活動を行って
いたのかなどの大まかな流れを示した。また、鹿児島に訪れた際にザビエルが実際に日本に渡
航する神父に向けて書いたとされる手紙を紹介し、この手紙の内容から読み取れる情報を使い、
自分なりに当時の気候について考察を交えて書いた。
　次にザビエルがどんな人物であったかがより鮮明にわかるように、ザビエルの肖像画の中で一
番有名な「聖フランシスコ・ザビエル像」についての解説を行った。工夫したところは、見出しと小
見出しの色を統一し読みやすくしたところと、自分の考察を文中に交えてより理解しやすいように
した部分だ。また、苦戦したことは、ゼミの7人全員がザビエルについてという同じ課題を取り組ん
でいる為、文章を書いている途中で内容が被ってしまい、何度も話し合いを行い、添削をしなけれ
ばならなかった事だ。

図表タイトル：ザビエルとはどんな人物だったのか？

鹿児島女子短期大学　教養学科　黒川ゼミ
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タイトル：ザビエルについて
学籍番号：2213080　　　　　　　　　　名前：野口璃子

■概要説明：
　私は、ザビエルの布教活動とハンセン病患者などへの救済活動について調べた。調べた目的と
して、ザビエルはどうやって信者を増やしたのか、また、なぜ社会的弱者を目的にし救済活動を行
い、その人達にも信仰させたのか気になったからだ。ザビエルが最初に布教活動を行ったのが、
現在の鹿児島である。当時の薩摩の守護大名である島津貴久に宣教の許可をもらってから全国各
地に布教活動を拡大していった。また、布教する上でザビエルが目をつけたのが下層社会の人々
だ。ザビエルは彼らを積極的に助けることに力を入れた。また彼らは、キリスト教における「救い」の
ことを聞きつけ、次々に信仰するものが増えていった。こうしてザビエルは日本での侵攻を拡大して
いったのだ。私がこのプロジェクトで工夫したのは、自分でイラストを書き、実際の宣教のイメージを
伝わりやすくしたことだ。苦労したことは、救済活動についての情報が少なかったため、探すのが
大変だったことだ。

ザビエルと布教活動

鹿児島女子短期大学　教養学科　黒川ゼミ


